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＜連絡事項＞
・状態が変化してきている患者様に関しては、担当からご家族へ適宜状態報告をしましょう。

・折り畳みガーゼがなくなっていることが多いです。処置の患者様が多いので、深夜勤のスタッフは毎日在庫確認しこまめに発注して下さい。

＜患者様連絡事項＞
特になし

＜要注目患者様＞
・清川　延子様～各食不食～1/2摂取。バイタルサイン異常、酸素飽和濃度低下なし。点滴トラブルなし。

・寺井　のり子様～準夜帯体温37.9℃。日勤帯は午前体温38.0℃。午後は体温36.3℃に解熱している。血圧78/45㎜Hｇ～81/56㎜Hｇと低めで経過している。

・沢向　達雄様～体温38.3℃～36.4℃。血圧163～135/78～71㎜Hg、頻脈持続。酸素飽和濃度低下なし。痰鳴ないが吸引にて白色粘稠痰引けている。点滴トラブルなし。クーリング継続。家族様と対面面会実施。

・高村　秀治様～バイタルサイン異常、酸素飽和濃度低下なし。ルート弄りあり自抜。刺し替え実施。概ね安静臥床保たれている。

・小泉　君代様～バイタルサイン異常、酸素飽和濃度低下なし。活気のなさあり。追視あるも発語聞かれず。

・新山　つゑ様～バイタルサイン異常、酸素飽和濃度低下なし。点滴刺入部弄りあり刺し替え、ミトン装着。

・北向　松男様～頭痛の訴え聞かれず経過。日課はこだわりあるが要求通り対応することで不穏さや不満の訴え聞かれず経過している。

・鈴木 正記様～不調さの訴えなく静穏に経過。表情は硬いが介入に対し拒否なく受け入れ良い。食事は2/3～全量摂取されている。

・石ケ森　泰子様～14：00、体温37.8℃、脈拍106回/分、血圧90/59mmHg、酸素飽和度94%。発熱あり、クーリング開始している。

＜行動制限最小化＞
・織笠　尚子様
身体拘束最小限化  (4点柵）
【患者の状態】
・JCS：Ⅰ-2
・せん妄：なし
・理解・判断力の低下：あり
・興奮・落ち着きのなさ：なし
【拘束等が必要な理由】
・助けを求めずに単独離床するために転倒転落の危険性が高い
【方法】
・ベッドを柵で囲む（4点柵）
【必要な時間】　
・臥床時のみ
【拘束等回避の代替案】
・安静の必要性について説明を続ける。行動の意図を確認し、不安や不満が解消されるように介入をする。
・ベッドの高さは低床にする。
・引き続き部屋は目の届く場所にする。
[bookmark: _GoBack]
・高村　秀治様
身体拘束最小限化
【患者の状態】
・JCS：Ⅰ-3
・せん妄：なし
・理解・判断力の低下：あり
・興奮・落ち着きのなさ：なし
【拘束等が必要な理由】
・離床時は援助を要するが、助けを求めずに単独離床するために転倒転落の危険性が高い
【方法】
・4点柵の使用
【必要な時間】　
・就床時
【拘束等回避の代替案】
・病室を見守りやすい部屋へして見守り強化しかないため、現状では解除は難しい

・佐々木　朗様
【患者の状態】
・JCS：Ⅰ-3
・せん妄：なし
・理解・判断力の低下：あり
・興奮・落ち着きのなさ：なし
【拘束等が必要な理由】
・やや多動さあり、転落リスクあるため。
【方法】
・4点柵使用
【必要な時間】　
・臥床時
【拘束等回避の代替案】
・車椅子へ離床し見守りする。詰所の近くにベットを置く。
＜転入患者様＞
・奥沢 陽子様～14：00療養環境調整目的にて西Bユニット29号室から、南Bユニット102号室へ転入となる。
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介助

ADL

問題行動

あり

施設入所希望

令和6年12月25日介護保険認定調査済、結果要支援1。

→上記判定であれば一部の自立型施設しか入所が困難であり老健やグループホームも不可のため、令

和7年3月10日変更申請に伴う認定調査実施済、結果未。



現在の処置 なし

患者様氏名 奥沢 陽子  　様  担当主治医　：　小栁　匡相

令和6年10月3日　（１回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名  主病名　：　アルツハイマー型認知症

 身体合併症　：　高血圧、高コレステロール血症、

　　　過敏性腸症候群、過活動膀胱、慢性腰痛症、不眠症

備考

【緊急時】当院

【車椅子】自己所有

【他科受診】無し

【持参薬】無し

【ワクチン】・インフル・コロナ

上記希望、接種券届き次第持参依頼

【既往】無し

【アレルギー】無し

【売店】制限なし

【床屋】本人希望時、利用可



※腰痛あり、腰ベルト巻いている



最終排便（令和7年3月29日）

精神症状 意欲の低下、食欲低下

なし

処遇制限 なし

自立

最終入浴日（令和7年4月3日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

 


